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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式I:
Ala-Xaa1-Pro-Gly-Xaa2-Leu-Val (式I)
で示されるアミノ酸配列を含むPAR4アゴニストペプチドであって、
　該ペプチドのアミノ末端は遊離型であり;
　Xaa1はTyrまたはPhe(4-F)から選択され;
　Xaa2は、Trp(5-OH)、(D,L)-Trp(5-Br)、D-Trp、Trp、Bzt、Tpi、His、Tza、3-Thi、3-F
ur、His(Bzl)、Phe、Tyr、Phe(ペンタ-F)、2-Pya、3-Pya、4-Pya、Dpa、3-Pya(4-トリル)
、Bip(2-メチル)、1-ナフチル-Ala、2-ナフチル-Ala、Tyr(Bzl)またはスチリル-Alaから
選択され;そして、
　該C-末端はアミド化されている、
該PAR4アゴニストペプチド。
【請求項２】
　Xaa1がPhe(4-F)である、請求項１に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項３】
　Xaa2がTrpである、請求項２に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項４】
　配列番号3のアミノ酸配列を含むPAR4アゴニストペプチド。
【請求項５】
　さらにValの後にLysを含む、請求項１に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項６】
　さらにValの後にLys-Asnを含む、請求項１に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項７】
　さらにValの後にLys-Asn-Glyを含む、請求項１に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項８】
　式I:
Ala-Xaa1-Pro-Gly-Xaa2-Leu-Val (式I)
で示されるアミノ酸配列を含むペプチドであって、
　該ペプチドのアミノ末端はアミノ酸に結合しておらず;
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　Xaa1は、TyrおよびPhe(4-F)からなる群から選択され;
　Xaa2は、Trp(5-OH)、(D,L)-Trp(5-Br)、Trp、D-Trp、Bzt、Tpi、His、Tza、3-Thi、3-F
ur、His(Bzl)、Phe、Tyr、Phe(ペンタ-F)、2-Pya、3-Pya、4-Pya、Dpa、3-Pya(4-トリル)
、Bip(2-メチル)、1-ナフチル-Ala、2-ナフチル-Ala、Tyr(Bzl)およびスチリル-Alaから
なる群から選択され;そして、
　該ペプチドはPAR4アゴニスト活性を有する、
該ペプチド。
【請求項９】
　Xaa1がPhe(4-F)である、請求項８に記載のペプチド。
【請求項１０】
　Xaa2がTrpである、請求項８に記載のペプチド。
【請求項１１】
　配列番号3のアミノ酸配列を含むペプチド。
【請求項１２】
　該アミノ酸配列がさらにValの後にLysを含む、請求項８～１０のいずれか一項に記載の
ペプチド。
【請求項１３】
　該アミノ酸配列がさらにValの後にLys-Asnを含む、請求項８～１０のいずれか一項に記
載のペプチド。
【請求項１４】
　該アミノ酸配列がさらにValの後にLys-Asn-Glyを含む、請求項８～１０のいずれか一項
に記載のペプチド。
【請求項１５】
　該アミノ酸配列から実質的に成るか、または成る、請求項８～１４のいずれか一項に記
載のペプチド。
【請求項１６】
　該C-末端がアミド化されている、請求項８～１５のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項１７】
　PAR4受容体を活性化する、請求項１～７のいずれか一項に記載のPAR4アゴニストペプチ
ドまたは請求項８～１６のいずれか一項に記載のペプチド。
【請求項１８】
　該PAR4受容体活性化が血小板凝集アッセイ、FLIPRアッセイ、またはその両方によって
測定される、請求項１７に記載のPAR4アゴニストペプチド。
【請求項１９】
　該PAR4受容体活性化が配列番号1から成るペプチドによるPAR4受容体活性化よりも高い
、請求項１７または１８に記載のPAR4アゴニストペプチドまたはペプチド。
【請求項２０】
　該PAR4受容体活性化が、配列番号1から成るペプチドによるPAR4受容体活性化よりも、
少なくとも約10倍、少なくとも約20倍、少なくとも約30倍、少なくとも約40倍、少なくと
も約50倍、少なくとも約60倍、少なくとも約70倍、少なくとも約80倍、少なくとも約90倍
、少なくとも約100倍、または少なくとも約110倍高い、請求項１９に記載のPAR4アゴニス
トペプチドまたはペプチド。
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